
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年２月１７日               NO,５９７ 

 

    柿平の十二様 

 柿平の十二様は、むかしから 

お産の神様といわれ、多くの人 

がお参りに訪れました。 

 本殿には多くの涎掛けや子ど 

もの服などがかけられていまし 

たが、これらは子どもができない人が子どもの服などを１

枚、借りていき子どもが生まれると２枚にして返したためど

んどん服などが増えていったといわれています。 

 祭神は、大山祗命と木花開耶姫命の男神と女神といわれ、

建立の時期は不明ですが、女神（上の写真右側）は左手で子

どもを抱いており、この神様のおかげで、むかし柿平の人は、

お産で苦しんだ人がいなかったといわれていました。 

穴原の伝 左甚五郎の彫り物 

 穴原の武尊神社の創建は不明ですが、延享２年（１７４５）

４月１５日と記された棟札が残されていると利根村誌には

書かれています。 

             本殿正面の梁には、左甚五郎の

作といわれている猿の彫り物（写

真左）があり、猿が梁を支えてい

るようにも見えます。 

             明治時代に諏訪神社と菅原宮

が、武尊神社に合祀されました。 
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 テラス沼田の整備改修工事で新たに自動ドアの設置やセキュリティ強化

のための鍵の変更、侵入防止柵設置などの追加

工事がおこなわれることになりました。 

             １３日開かれた臨時市議会に工事請負契約の

変更が提案され、可決されました。 

             追加工事があるものの工期は２月末まで、工

期の延長はおこなわれません。 

 第２５回沼田市生涯学習フェスティバル・第４８回公

民館まつりが８日から１０日まで中央公民館で開かれ、

絵画や書道、陶芸、パッチワーク、切り絵、フラワーデ

ザイン、ハーバリウム、 

洋裁など幅広い作品が 

展示されました。 

 ９日には、歌や踊り 

などの舞台発表、１０ 

日には柳波賞の表彰も 

おこなわれました。 

 日本共産党利根沼田地区委員会は９日、塩川衆院議員

と伊藤参議院群馬選挙区予定候補をむかえ「新春のつど

い」を開き、多くの人が参加しました。 

 塩川衆議院議員は、「安倍政権を退場させるために沼田

市議選での２議席確保と参議院選挙で日本共産党を躍進          

させてください」と訴  

えました。 

 井之川議員と大東

議員は、市民のくらし

を支える市政の実現

の決意を語り、支援を

よびかけました。 

 総額が２４５億５，４０２万円となる新年度一般会計予算案が発表され、

前年度当初予算比では５．６％減となり、前年度当初予算を下回るのは６

年ぶりとなりました。 

 予算規模が縮小したのは、庁舎等複合施設のテラス沼田の工事が終了す

るためですが、新年度でも（仮称）利南運動広場整備事業に１２億６８５

万円、学校給食センター建設（旧利根西小跡地）に１９億９，５９５万円、

中心市街地土地区画整理事業に３億５，９８８万円の予算が計上されるな

どひきつづき大型公共事業がつづけられる予定です。 

 国が１０月からの消費税増税に合わせ実施を予定している、３歳から５

歳までの保育料無料化を沼田市では前倒しして、４月から無料となります。 


